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い
そ
が
し
い
毎
日
の
時
聞
を
さ
い
て
、
婦
人
の
学
習
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、

市
内
各
地
で
二
百
余
り
、
今
日
も
楽
し
く
学
習
に
い
そ
し
ん
で
お
ら
れ
支
す
。
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料
理
教
室

婦
人
学
級
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の

学
習
は
毎
月
六
回
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
栄
養

た
っ

ぷ
り
の
お
料
理
を
習

っ
て
家
庭
の
食
卓
を
に
ぎ

あ
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
教
室

昭
和
四
十
一
年
か
ら
続

い
て
お
り
ま
す
婦
人
学
級

コ
ー
ラ
ス
教
室
は
、
毎
月

二
回
学
習
し
、
市
民
音
楽

祭
や
、
と
き
に
は
テ

レ
ど

に
出
演
す
る
ほ
ど
、
じ
よ

う
ず
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

民
踊
教
室

そ
れ
ぞ
れ
の
婦
人
学
級

で
月
四
回
、
公
民
館
を
は

じ
め
、
各
地
区
で
盛
ん
に

学
習
し
て
お
り
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
、
美
存
体
操

も
か
ね
て
、
た
い
へ
ん
効

果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

l川11川川川11川川11川川11附川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川11川川川11川川111川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11山川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川聞111川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川川11川川1111111川11川11川川11削11川11川11川11川川11川11 l 

岩永敬之 印刷所/隆文社印刷所

11川11川11川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11山11川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川川11川山|リ山11川11問川11川111川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11山川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11山川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川山川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川|リ川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川|刊川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11山川川11川川川11川川11川11 | 

毎月 1日-，叩0日-2初0日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長

茶
道
教
室

日
本
古
来
の
伝
統
で
あ

る
茶
道
を
婦
人
学
級
と
し

て
と
り
い
れ
、

静
の
ひ
と

と
き
を
学
び
、
精
神
の
安

定
と
姿
勢
を
正
し
く
、
健

康
の
増
進
に
も
つ
と
め
て

お
り
ま
す
。
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(2) 市政だより

機

能

回

復

棟

と

集
中
治
療
監
視
室
の
整
備

病
院
事
業
に
つ
い
て

交
通
事
故
、
あ
る
い
は
、
脳
卒

中
等
に
よ
る
患
者
の
完
全
治
療
及

び
早
期
副
復
を
は
か
る
た
め
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ヘ
機
能
回

復
棟
)
及
び

I
・

C
-
u
・
(
集

中
治
捕
監
視
室
)
の
移
備
を
行
な

い
、
十
分
な
る
活
用
を
は
か
る
と

と
も
に
、
医
療
機
械
器
具
の
整
備

拡
充
、
医
師
住
宅
の
新
築
等
を
行

な
い
、
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
も

最
善
の
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て

， 
、、

お
り
ま
す
。

(
市
立
病
院
)

競
艇
事
業
に
つ
い
て

本
年
は
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

(市立病院〉近代設備の中での手術

家族揃って 楽 し め る

競艇場

走
法
制
定
二
十

周
年
、
及
び
当

競
艇
場
開
設
十

九
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
あ

り
、
四
月
.
六

的ヤ

月
に
そ
れ
ぞ
れ

記
念
特
別
レ
ー

ス
を
行
な
い
ま

す。

ンレ

昨
年
は
懸
案

事
項
で
あ
っ
た

収
益
均
て
ん
化

の
問
題
も
解
決

し
、
幸
い
騒
じ

よ
う
事
件
も
発

生
せ
ず
順
調
な

発
展
を
と
げ
、

健
全
な
娯
楽
場
と
し
て
の
子
供
の

遊
園
地
も
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

本
年
は
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る

レ
ジ
ャ
ー
的
競
艇
場
と
し
て
、
更

に
売
よ
の
上
昇
を
は
か
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

(
事
業
課
)

水

資

開

水
道
行
政
に
つ
い
て

水
資
掠
の
開
発
確
保
が
、
今
後

の
市
の
発
展
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

も
の
で
あ
り
、
長
期
的
展
望
に
た

っ
て
調
査
を
実
施
し
、

将
来
に
備

え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
、
松
原
、
竹
松
両
水
源
を
つ

‘ ' 

源、

の発

確

保

な
ぐ
送
水
管
の
布
設
も
起
債
の
承

認
を
得
て
、
早
急
に
着
工
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
が
狭
く
、
老
朽
化

し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
新
築
す

る
よ
う
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す

(
水
道
局
)

お
わ
り
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おおむら市政だより(3)' 

。き
め
の
こ
ま
か
い
。

市

政

運

営

を

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
初
会
合

市
政
が
市
民
生
活
に
密
着
し
、

よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
り
だ

す
た
め
に
、
市
政
モ
ニ

タ
ー
制
度

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
る

五
月
十
二
日
、
市
役
所
大
会
議
室

で
今
年
度
初
の
会
合
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
モ
ニ

タ
ー
の
任
務
に
つ

い
て
、
つ
づ
い
て
市
の
現
状
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
質
疑
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
市
政
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
モ
ニ

タ
ー
の
か
た
が

た
の
建
設
的
な
ど
意
見
、
ご
希
望

な
ど
を
お
き
き
い
て
、
そ
れ
を
市

政
運
営
の
参
考
資
料
に
す
る
よ
う

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
と
は

勧
告
者
、
警
告
者
と
か
、

批
判

者
、
助
言
者
と
か
い
っ
た
意
味
を

も
っ
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

放
送
ゃ
、
民
間
企
業
な
ど
に
そ
の

例
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
放
送
モ
ニ

タ
ー
は

放
送
局
か
ら
指
定
さ
れ
た
人
が
、

46'.4.17撮影太良町の踏切事故

一
定
期
間
継
続
し
て
、

指
定
さ
れ

た
放
送
番
組
を
視
聴
取
し
て
、

卒

直
な
感
想
や
批
判
を
放
送
局
に
報

告
し
、
放
送
局
で
は
こ
れ
ら
の
意

見
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、
よ
り

よ
い
番
組
に
す
る
た
め
の
参
考
資

料
と
す
る
わ
け
で
す
。

e

こ
の
よ
う
に
J

ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
放
送
で
モ
ニ
タ
ー
が
果
た
し
て

い
る
役
割
と
同
じ
よ
う
に
、
市
政

に
つ
い
て
お
願
い
す
る
の
が
、
市

政
モ
ニ
タ
ー
で
す
。

ー

鉄

道

の

安

全

輸

送

に

n
」

周
到

E
r
I
 

月るす/

¥

車

も
ス
ピ

ー
ド
化

な

し

、

踏
切
で
の
警
報

を

無
視
や
直
前
横
断
な

zl
ど
で
悪
質
な
事
故
は

E
E

ふ
え
る

一
方
で
す
。

防

国
鉄
で
は
、
六
月

ιZ
い
っ
ぱ
い
を
「
鉄
道

・
3

妨
害
を
な
く
す
る
月

鉄

間

」

と

し

て

踏
切
事

P
U
故
や
そ
の
他
を
な
く

踏
切
事
故
も
決
し

て
皆
様
と
無
縁
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
自
動
車
は

多
く
な
り
、
ま
た
列

ζ
 
協

力

を

|

い 安 す
ま 全 つる
すを ぎ運
。守の 動

るこを
たと 実
め に 施
に つし

いま
ど て す
協皆
力様
願の

⑥
踏
切
で
は
必
ず
い
っ
た
ん
停
車

し
て
安
全
を
確
か
め
て
通
る
。

⑥
線
路
は
絶
対
に
通
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
違
反
者
は
法
律
に
よ

り
処
罰
さ
れ
る
乙
と
が
あ
り
ま

す
。
(
線
路
付
近
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
さ
ん
に
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
)

⑨
列
車
に
石
な
ど
を
投
げ
な
い
。

長
崎
鉄
道
公
安
室

E二司

野

球

教

室

じ

よ

つ

三
月
十
四
日

か
ら
は
じ
ま
っ

た
「
野
球
教
室
」

は
、
約
六
十
名

の
小
、

中
学
生

が
、
春
休
み
は

毎
日
、
そ
の
他

は
日
曜
日
ご
と

に
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
市
営
球

場
で

。
正
し
い
野
球

の
あ
り
方

。
ル
l
ル
、
競

技
に
つ
い
て

の
理
解

。
体
位
の
向
上

に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
三
日
と
三
十
日
に
は

少
年
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の

で
、
み
ん
な
真
剣
に
講
議
を
聞
い

た
り
投
球
練
習
や
ら
打
撃
練
習
、

最
後
に
練
習
試
合
を
し
て
終
り
ま

し
た
が
、

技
術
も
す
ば
ら
し
く
向

上
し
、
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
野
球

協
会
の
か
た
が
た
も
大
へ
ん
よ
ろ

色=

で

ず
気

て〉

アこ

な

lこ

一克

ペコ

ナこ

lこ

な

打撃のコーチをうける生徒たち

こ
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

大
成
功
に
終
っ
た
「
野
球
教
室
」

を
機
会
に
、
体
育
課
で
は
今
後
ど

ん
ど
ん
こ
の
よ
う
な

「
教
室」

を

開
催
し
て
い
く
計
画
で
す
。

日
下
「
登
山
教
室
」
が
、
五
月

六
日
か
ら
山
岳
公
認
指
導
員
の
も

と
に
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

大
へ

ん
好
評
を
は
く
し
て
お
り
ま

す
。
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(4) 

ノ失

日
本
脳
炎
の

予

防

接

種

市政だより

生
後
六
カ
月
以
上
の

マ
該
当
者

も
の
。

マ
禁
忌
者
心
臓
病
、
じ
ん
臓
病

か
っ
け
、
結
核
、
糖
尿
病
の
者

病
後
衰
弱
者
、
虚
弱
者
、
妊
産

婦
.
有
熱
者
、
胸
腺
淋
巴
体
質

者
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
を
行

な
う
乙
と
が
不
適
当
と
認
め
る

疾
ペ
い
に
か
か
っ
て
い
る
も
の

マ
接
種
回
数

初
回
免
疫
者

追
加
免
疫
者

回
接
種

目
接
種

マ
料
金

@

一
人
一
回
百
七
十
円

@
特
別
対
策
年
令
者
(
三
才
以
上

十
五
才
ま
で
と
五
十
五
才
以
上
の

も
の
)
一
人
一
回
百
二
十
円

マ
料
金
免
除
者

@
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
も
の

@
特
別
対
策
年
令
者
で
昭
和
四
十

五
年
度
の
市
県
民
税
額
が
、
均
等

割
以
下
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
。

該
当
者
は
、
接
種
当
日
、
市
県

民
税
の
納
税
通
知
書
ま
た
は
領
収

書
生
活
保
護
手
帳
を
受
付
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

六
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

@
一
日
か
ら
五
日
ま
で

@
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で

④
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

⑥
二
十
八
か
ら
三
十
日
ま
で

日脳予防接種実施日程表

菅瀬出張所 | | 
黒木小学校 6月1日 6月15日

市民会舘(火) I (火)

宮小路公民舘

植松保育園 6月2日 6月16日

古町公民舘 (水〕 (水〕

竹松本町公民舘
6月3日 6月17日

福重出張所

市役所
6月4日 6月18日

東大村小学校 (金) I (金〕

6月8日 6月22日

(火) I (火〉
鈴 田出張所

三浦幼稚園

諏訪公民舘 (水 I(水)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
十
四
時
か
ら
十
五
時
三
十
分

--

亡母ス}たし乙。

a 

久雄さそれ

a 

てへ
金当り金;当りζ 

亡母忌明んはさ

。寿古揮七七七

へ

金当り社。乙

んは亡夫英治さ

宮岳郷O 四七五ん

. 

銀行へへ 交通遺児見舞商白金后新韮とし 当金り

ざ

3 

寄がζ り

4・4‘ ‘ 

大
村
文
芸
(
芳
五
集
)

発

干リ

文
芸
協
会
会
員
待
望
の
大
村
文

芸

(
方
五
集
)
が
五
月
十
三
日
発

刊
に
な
り
ま
し
た
。
鶴
田
会
長
の

大
村
城
跡
の
美
し
い
絵
が
表
紙
と

な
っ
て
、
創
作
、
短
歌
、
川
柳
、

俳
句
、
詩
、
創
作
童
話
等
、
約
八

十
買
に
お
よ
ぶ
立
派
な
文
芸
誌
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
も
な
く

み
な
さ
ま
の
お
手
も
と
に
と
ど
く

乙
と
で
し
ょ
う
。

六
月
の

実施月百|実施場所 !実施時間 |日

旦担| 萱瀬出張所 I~:30"-'11: 001議
1月10日|鈴田出張所 113:30，，-，15:0o1及
一一一一一1Y.-+/1Ll1eE'= 1 9:30-11:001 び
8月11日|竹松出張所 113:00"-'15:0O1乳

日月14日|三浦診療所 !9:30-11:0o 1幼

百両福重出張所 19 :30......]1:001界
i6月21日|松原出張所 19:30-11:0o I診

松原

婦人 (8) 
.6. 
:z:s; 

婦
人
会
の
誕
生
は
、
昭
和
二
十

二
年
で
す
。
以
来
二
十
有
余
年
、

か
ず
か
ず
の
婦
人
会
活
動
が
行
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
時
中
よ
り

受
け
継
が
れ
て
い
る
田
植
え
時
の

季
節
保
育
所
の
開
設
は
、
会
員
の

中
か
ら
、
保
母
の
役
も
勤
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
夏
期
の
野
岳
湖
畔

の
キ
ャ
ン
プ
場
や
、
鹿
の
島
海
水

浴
場
の
清
掃
作
業
等
を
、
毎
年
、

お
も
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
続
け

て
い
ま
す
。

最
近
は
会
員
も
家
業
が
多
角
経

営
の
時
代
に
は
い
り
、
年
中
多
忙

~キャンプ場の清掃を終えて~

で
す
が
、
支
部
で
は
、
中
年
グ
ル

ー
プ
、
若
妻
、
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
趣

味
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
フ
ィ
ル
今

ォ
ー
ラ
ム
を
中
心
に
、
家
族
関
係

ゃ
、
農
村
婦
人
の
明
る
い
家
族
づ

く
り
な
ど
の
学
習
に
、
十
、
グ
ル
ー

プ
、
百
十
四
名
が
参
加
し
、
活
発

な
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

変
動
の
激
し
い
今
日
、
母
と
し

て
、
主
婦
と
し
て
役
割
を
果
た
す

た
め
、
一
生
涯
勉
強
を
つ
づ
け
て

い
こ
う
と
明
る
い
希
望
に
も
え
て

い
る
婦
人
会
で
す
。

会

員

数

二

百
九
十
九
名

支

部

数

十

二

会

長

樋

上

昭

子
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